












研究の目的 

成人丁細胞白血病(以下 ATL)はわが国で疾患単位として確立ざれ、病原ウイルスも確認さ

れた歴史を持ち、厚生省「ATL 感染予防対策に関する研究班」(昭和 62 年度、班長:日沼頼

夫京都大学名誉教授)はそれまでの研究報告をふまえて「成人 T 細胞白血病ウイルス

(HTLV-1)感染予防に関する研究報告」を提出した。しかし ATL予防に関する対応について

は、なお未詳の事項が多く残されている。特に感染予防を行政的に取り上げるためには、

前提となる条件を十分に整える必要がある。 

ATL のキャリアからの発症率は数パーセントと低い率ではあるが、一旦発症した場合には

有効な治療法がない。またキャリアからの発症を防ぐ方法も知られていないので、現在の

ところキャリアにならないための感染防止に努める以外に対策はない。上記研究班報告に

よれば感染の主たる経路は母乳を介しての母子感染であるが、予防対策の策定に当たって

は、解析を行なうに十分な数による母子感染の実態を調査するとともに、感染のメカニズ

ムの解明と、母乳を与えぬという介入を行なった場合の効果判定を行なう必要がある。ま

た母乳の中止と母乳栄養の利害得失、プライバシー保護のあり方、告知にともなう妊婦の

精神的サポートと医療の倫理の問題等幅広い検討を行い、対策として取り上げるに納得の

いく回答を得ることを目的として研究を行なう。 


